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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　鉛直方向の上側から防滑層、第一フィルム層、吸水膨潤層、補強層、第二フィルム層の
順に積層された少なくとも５層の積層構造の建築下地用防水シートであって、前記吸水膨
潤層に用いられる吸水膨潤樹脂は、粒度分布を有する樹脂粒子で構成され、
　前記樹脂粒子のうち、粒子径が１～２８μｍの範囲にあるものを粒子Ａとし、粒子径が
５０～１００μｍの範囲にあるものを粒子Ｂとしたとき、
　前記吸水膨潤樹脂の総体積に対して、前記粒子Ａの含有率が２０～８０体積％であり、
かつ前記粒子Ｂの含有率が１０～５０体積％であること特徴とする建築下地用防水シート
。
【請求項２】
　前記吸水膨潤樹脂は、前記粒子Ａと前記粒子Ｂの体積基準の存在比率が７２：１３～３
４：４４であることを特徴とする請求項１に記載の建築下地用防水シート。
【請求項３】
　前記吸水膨潤樹脂は、粒度分布においてＤ５０の異なる２種以上の吸水膨潤樹脂を配合
させてなることを特徴とする請求項１又は２に記載の建築下地用防水シート。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建築下地用防水シートに関し、さらに詳しくは屋根下地材に好適に使用でき
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、止水性、施工性、防滑性、耐久性および防水性に優れた建築下地用防水シートに係るも
のである。
【背景技術】
【０００２】
　住宅の屋根は、瓦やスレート、金属板等の屋根葺材で被覆されている。しかし、屋根葺
材だけでは雨水等の浸入を完全に防止することは困難である。
　そこで、野地板と屋根葺材の間に、アスファルトルーフィング（ＪＩＳ－Ａ６００５規
定）、ゴム改質アスファルトルーフィング（ＪＩＳ－Ａ６０１３規定）等の屋根下地シー
トを葺くことで防水性を向上させていた。しかし、これらの屋根下地シートは、目付が約
１ｋｇ／ｍ２以上と重い。このため、屋根に持ち上げるのが困難であり、また、アスファ
ルトによって手や野地板が汚れ易いという問題があった。また、気候による寒暖の差で屋
根下地シートが伸縮し亀裂が生じたり、太陽熱等の影響で屋根下地シートが収縮し亀裂が
生じたり、屋根下地シート同士の重ね合わせ部分に隙間が生じて漏水したり、アスファル
トから油分が抜けて脆くなって亀裂が生じたりするおそれがあった。
　これらの問題を解決するものとして、アスファルト系やゴム改質アスファルト系の材料
を用いない屋根下地シートが開発されている。
【０００３】
　例えば、特許文献１には、布帛の表面に伸縮性、粘着性を有する樹脂層を有し、その上
に粘着性の少ない樹脂層を積層させてなる屋根下地シートが開示されており、前記樹脂層
の伸縮性、粘着性により釘穴部の止水性を発揮することが記載されているが、太陽熱等に
より粘着性を有する樹脂が布帛の裏面に染み出したり、劣化したりするおそれがあり、釘
穴部から漏水し易くなる可能性があった。
【０００４】
　また例えば、特許文献２には、不織布を積層させ、中間層にメルトブロー極細繊維を設
けた多層構造からなる屋根下地シートが開示されており、中間層のメルトブロー極細繊維
に撥水処理を行うことで防水性を発揮することが記載されているが、止水性に係る構成部
材に不織布を用いているため、シートに釘等で貫通させた釘穴部の隙間を充分に埋めるこ
とができず、充分な止水性が得られないおそれがあった。
【０００５】
　また例えば、特許文献３には、吸水膨潤樹脂を設けた多層構造からなる屋根下地シート
が開示されており、前記吸水膨潤樹脂は釘穴等に浸入した水分を吸水し、膨潤することで
釘穴部を埋め、優れた止水性を有し、また野地板側の防滑処理によって、歩行の際等の、
釘穴部に掛かる荷重による釘穴部の拡がりを抑制できることが記載されているが、用いら
れる吸水膨潤樹脂は吸水後、非流動状態を維持するため、釘穴部への樹脂の流動が迅速に
行われないため、効率よく隙間を充填できず、充分な止水性が得られないおそれがあった
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開平２－２６９２７７号公報
【特許文献２】特開２００８－３０８９０３号公報
【特許文献３】国際公開第２０１２／０２６５３２号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、前述の問題を解決するものであり、優れた止水性、および施工性を有すると
ともに、充分な防滑性、耐久性および防水性をも兼ね備える建築下地用防水シートを提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
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　すなわち、本発明は、鉛直方向の上側から防滑層、第一フィルム層、吸水膨潤層、補強
層、第二フィルム層の順に積層された少なくとも５層の積層構造の建築下地用防水シート
であって、前記吸水膨潤層で用いられる吸水膨潤樹脂は、粒子径１～２８μｍの粒子Ａの
含有率が２０～８０体積％であり、かつ粒子径５０～１００μｍの粒子Ｂの含有率が１０
～５０体積％であることを特徴とする建築下地用防水シートである。
【０００９】
　また、前記吸水膨潤樹脂は、前記粒子Ａと前記粒子Ｂの体積基準の存在比率が５：１～
１：２であることが好ましい。
【００１０】
　また、前記吸水膨潤樹脂は、粒度分布においてＤ５０の異なる２種類以上の吸水膨潤樹
脂を配合させてなることが好ましい。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、優れた止水性、および施工性を有するとともに、充分な防滑性、耐久
性、および防水性をも兼ね備えるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の係る建築下地用防水シートを模式的に示す断面図である。
【図２】本発明に係る吸水膨潤層を構成するために配合される一つの吸水膨潤樹脂の粒度
分布を示す図である。
【図３】本発明に係る吸水膨潤層を構成するために配合される他の一つの吸水膨潤樹脂の
粒度分布を示す図である。
【図４】本発明に係る吸水膨潤層を構成するために配合される他の一つの吸水膨潤樹脂の
粒度分布を示す図である。
【図５】実施例１に係る吸水膨潤層の吸水膨潤樹脂の粒度分布を示す図である。
【図６】実施例２に係る吸水膨潤層の吸水膨潤樹脂の粒度分布を示す図である。
【図７】実施例３に係る吸水膨潤層の吸水膨潤樹脂の粒度分布を示す図である。
【図８】実施例４に係る吸水膨潤層の吸水膨潤樹脂の粒度分布を示す図である。
【図９】実施例５に係る吸水膨潤層の吸水膨潤樹脂の粒度分布を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本発明の実施形態に係る建築下地用防水シートについて、図１を参照して説明する。図
１に示すように本発明の建築下地用防水シート１は、鉛直方向の上側から防滑層２、第一
フィルム層３、吸水膨潤層４、補強層５、第二フィルム層６の順に設けられた積層体であ
る。
【００１４】
　本発明の防滑層２に用いられる合成樹脂は、後述する第一フィルム層３の表面に防滑性
を発揮できるものであり、さらに撥水性及び耐摩擦性を付与できるものが好ましい。この
ような合成樹脂としては、接着性または粘着性を有する樹脂が好ましく、具体的には、ポ
リウレタン系樹脂、アクリル系樹脂、エポキシ系樹脂、酢酸ビニル系樹脂、ポリエステル
系樹脂、セルロース系樹脂、フェノール系樹脂、メラミン系樹脂、ユリア系樹脂等を用い
ることができる。なかでも安価であり、加工時の取扱性に優れる点でアクリル系樹脂が好
ましい。
【００１５】
　防滑層２に用いられる合成樹脂には、架橋剤を添加することが好ましい。架橋剤として
は、イソシアネート系架橋剤、カルボジイミド系架橋剤、イソチアゾリン系架橋剤、カル
ボジライト系架橋剤等を用いることができる。特に、架橋性が高いという点からイソシア
ネート系架橋剤が好ましい。架橋剤の添加量としては、耐摩擦性を充分に発揮させるため
、合成樹脂１００重量部に対し０．１～２０重量部添加することが好ましい。この範囲で
あれば、合成樹脂の架橋は充分に形成され、第一フィルム層３との密着性も向上する。
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【００１６】
　防滑層２の目付が１～１０ｇ／ｍ２であることが好ましい。１ｇ／ｍ２以上であれば、
作業者がシートの上を歩行したとしても合成樹脂の剥離、脱落を軽減でき、防滑性が向上
する。また１０ｇ／ｍ２以下であれば、充分な柔軟性が得られ、施工性、および作業性は
向上する。
【００１７】
　防滑層２の表面と作業者の靴底素材として使用されている合成ゴムとの静止摩擦係数が
０．５０以上であることが好ましい。０．５０以上であれば、充分な防滑性が得られ、作
業者の安全性が向上する。
【００１８】
　また、釘穴から浸入する水を抑制するために、防滑層２の合成樹脂に撥水剤を含有させ
ることが好ましい。撥水剤としては、フッ素系樹脂、シリコーン系樹脂、炭化水素系樹脂
等を用いることができる。なかでも低濃度での撥水性の発現可能性の点で、フッ素系樹脂
が好ましい。撥水剤の添加量としては、防滑層２の合成樹脂１００重量部に対して０．１
～５重量部添加することが好ましい。０．１重量部以上であれば、充分に撥水性が発揮さ
れ、止水性が向上する。５重量部以下であれば、第一フィルム層３との密着性を維持する
ことができる。
　前記撥水剤は、防滑層２の表面に塗布しても良く、撥水剤の塗布量としては０．２～１
．０ｇ／ｍ２が好ましい。０．２ｇ／ｍ２以上であれば充分に撥水性が発揮され、止水性
が向上する。また、１．０ｇ／ｍ２以下であれば、防滑性を維持することが出来る。
　第一フィルム層３の表面に防滑層２を塗布する方法としては、従来公知の種々の方法を
採用することができ、特に限定されるものではない。例えば、ナイフコーティング法、グ
ラビアロール法、フレキソロール法、スクリーン印刷法等が挙げられる。
【００１９】
　防滑層２には、無機系粉末および／または熱膨張発泡剤を添加することが好ましい。こ
れらを添加することにより、表面の摩擦係数が高まり、防滑性が向上する。なかでも、塗
工時の塗工斑防止や、耐摩擦性に優れる点で熱膨張発泡剤を用いることが好ましい。
【００２０】
　前記無機系粉末としては、シリカ、炭酸カルシウム、酸化チタン、酸化亜鉛、炭酸マグ
ネシウム等が挙げられる。なかでも、合成樹脂への分散性が良く耐薬品性に優れ、熱放散
性を有する点で酸化亜鉛が好ましい。
【００２１】
　前記無機系粉末の形状は楔形、多角錘、円錐等の三次元異形形状を有するものが好まし
い。無機系粉末の粒子径は、１０～５００μｍが好ましい。１０μｍ以上であれば、シー
ト表面に防滑性を得るための微細な凹凸を形成することができる。また、５００μｍ以下
であれば、無機系粉末の脱落が抑えられ、耐摩耗性が向上する。
【００２２】
　前記無機系粉末の添加量としては、防滑層２の合成樹脂１００重量部に対し２０～２０
０重量部が好ましい。２０重量部以上であれば、充分な防滑性が発揮され、作業性が向上
する。また、２００重量部以下であれば、防滑層２と第一フィルム層３の密着性を維持す
ることができる。
【００２３】
　前記熱膨張発泡剤としては、外側が熱可塑性高分子からなり、その内部に炭化水素を封
入したマイクロカプセルが用いられる。熱膨張発泡剤の内部に封入される炭化水素として
は、ｎ－ブタン、ｉ－ブタン、ペンタン、ネオペンタンのような低沸点の炭化水素が好ま
しい。具体的には、市販のものとして、例えばマツモトマイクロスフェアー（登録商標）
（松本油脂製薬株式会社製）、エクスパンセルＷＵ（日本フィライト株式会社製）等を用
いることができる。また、熱膨張発泡剤の発泡は、前記熱膨張発泡含有樹脂溶液を付与後
加熱することにより行われる。その際の加熱温度は使用するカプセル膜壁の軟化温度や処
理時間等により適宜に選択すればよいが前記市販のカプセルの場合は７０～１７０℃に設
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定することが好ましい。加熱する方法としては熱風、熱ロール、赤外線ヒーターやマイク
ロ波等従来公知の方法が用いられる。
【００２４】
　前記熱膨張発泡剤の平均粒子径は、５～５０μｍであることが好ましく、かつ発泡倍率
は２～２０倍であることが好ましい。この範囲であれば、シート表面に微細な凹凸を形成
でき、充分な防滑性および耐摩耗性を得ることができる。
【００２５】
　前記熱膨張発泡剤の添加量としては、防滑層２の合成樹脂１００重量部に対し２０～１
００重量部添加することが好ましい。２０重量部以上であれば、充分な防滑性が発揮され
、作業性が向上する。また、１００重量部以下であれば、防滑層２と第一フィルム層３の
密着性を維持することができる。
【００２６】
　本発明の第一フィルム層３に用いられるフィルムは、融点が１００℃以上である樹脂か
らなることが好ましく、さらに、融点が１１０℃以上である樹脂からなることが好ましい
。樹脂の融点が１００℃以上であれば、瓦等の屋根材が日射により高温になっても、熱で
軟化・溶融することを防ぐことができる。具体的にはポリプロピレン、高密度ポリエチレ
ン、低密度ポリエチレン、直鎖状低密度ポリエチレン等のポリオレフィン系樹脂、ポリ酢
酸ビニル、エチレン酢酸ビニルコポリマー等の酢酸ビニル系樹脂、ポリエステル系、ポリ
エーテル系、ポリカーボネート系等のポリウレタン系樹脂や、ポリエチレンテレフタレー
ト、ポリブチレンテレフタレート等のポリエステル系樹脂からなる群から選ばれる１種ま
たは２種以上の材料からなるフィルムが挙げられる。なかでも、耐久性、耐熱性、強度、
耐摩擦性の点でポリエチレンテレフタレートが好ましく用いられる。
【００２７】
　第一フィルム層３の厚みは１０μｍ～３００μｍが好ましく、より好ましくは１０μｍ
～１００μｍである。１０μｍ以上であれば、充分な強度が得られ、施工時のシートの破
れ、裂けを軽減できる。また、３００μｍ以下であれば、充分な柔軟性が得られ、施工性
および作業性が向上する。
【００２８】
　また、防滑層２を積層する際に、第一フィルム層３に活性化処理を行うことが好ましい
。活性化処理は第一フィルム層３の表面の濡れ性を改善するものであり、第一フィルム層
３と防滑層２との密着性を上げるために施される。活性化処理としては、コロナ処理、プ
ラズマ処理、グロー処理、オゾン処理等が挙げられる。コロナ処理はコロナ処理機により
常圧空気中で放電する方式により行うことができる。プラズマ処理はプラズマ放電機によ
り常圧空気中または窒素、アルゴン等の不活性ガス雰囲気中で放電する方式により行うこ
とができる。その他グロー処理、オゾン処理についても、常法に従って行うことができる
。これら活性化処理のなかでも、コロナ処理が設備費用や加工費の点で好適に用いられる
。
【００２９】
　活性化処理により、第一フィルム層３の濡れ性が３４～４２ｄｙｎｅになるように処理
されることが好ましい。例えば、コロナ処理においては、放電量は８０～２００Ｗ・ｍｉ
ｎ／ｍ２が好ましく、より好ましくは１２０～１８０Ｗ・ｍｉｎ／ｍ２である。８０Ｗ・
ｍｉｎ／ｍ２以上であれば、第一フィルム層３と防滑層２の密着性が向上する。また、２
００Ｗ・ｍｉｎ／ｍ２以下であれば、シート強度を維持し、施工時のシートの破れ、裂け
を軽減できる。
【００３０】
　本発明の吸水膨潤層４に用いられる吸水膨潤樹脂は、後述する補強層５の鉛直方向の上
側に形成され、水と接触した場合水を吸収し膨潤するものであれば特に限定せず、例えば
、水溶性の電解質ポリマーに架橋結合を導入したものであり、天然吸水膨潤樹脂や合成吸
水膨潤樹脂のいずれも用いることができる。
【００３１】
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　天然吸水膨潤樹脂としては、デンプン系であるデンプン－アクリロニトリルグラフト重
合体加水分解物、デンプン－アクリル酸グラフト重合体等、セルロース系であるセルロー
ス－アクリロニトリルグラフト重合体、カルボキシメチルセルロースの架橋体等、その他
の多糖類系であるヒアルロン酸、アガロース等、タンパク質系であるコラーゲン等の樹脂
が挙げられる。合成吸水膨潤樹脂としては、ポリビニルアルコール系であるポリビニルア
ルコール架橋重合体等、アクリル系であるポリアクリル酸塩架橋体、アクリル酸ナトリウ
ム－ビニルアルコール共重合体等、ポリエーテル系であるポリエチレングリコールジアク
リレート架橋重合体等、その他の付加重合体では無水マレイン酸系重合体、ビニルピロリ
ドン系重合体等、その他縮合系樹脂等が挙げられる。なかでも、耐久性、吸水性の点でポ
リアクリル酸塩架橋体が好ましい。
【００３２】
　前記吸水膨潤樹脂の吸水膨潤倍率は２００倍以上であることが好ましく、より好ましく
は４００倍以上である。吸水膨潤倍率が２００倍以上であれば、釘穴に水が浸入した際に
水を吸収して隙間を充分に充填でき、止水性が向上する。
【００３３】
　前記吸水膨潤樹脂はバインダー樹脂を介して後述する補強層５に固着させることが好ま
しい。使用できる前記バインダー樹脂としては、ビニル系樹脂、ウレタン系樹脂、シリコ
ーン系樹脂、アクリル系樹脂、エポキシ系樹脂、エステル系樹脂等が挙げられる。なかで
も、安価であり、加工時の取扱性が優れる点で、アクリル系樹脂が好ましい。
【００３４】
　前記吸水膨潤樹脂は、前記バインダー樹脂１００重量部に対し３０～２００重量部添加
することが好ましい。より好ましくは、５０～１００重量部添加である。３０重量部以上
であれば、充分な止水性が発揮される。また、２００重量部以下であれば、補強層５との
密着性が向上する。
【００３５】
　吸水膨潤層４で用いられる吸水膨潤樹脂は、粒子径１～２８μｍの粒子Ａの含有率が２
０～８０体積％であり、かつ粒子径５０～１００μｍの粒子Ｂの含有率が１０～５０体積
％であることが肝要である。
【００３６】
　吸水膨潤層４は、粒子径の大小異なる吸水膨潤樹脂により釘穴等から浸入した水分を吸
水膨潤し、迅速かつ効率的に止水性を発揮させることができる。粒子径１～２８μｍの粒
子Ａはシート内に水分が浸入すると迅速に吸水膨潤し、流動性を持ち、釘穴部の隙間に入
り込み効率よく充填することで、釘穴部からの水分の漏水を防ぐことができる。しかし、
粒子Ａだけでは、吸水膨潤後の樹脂が流動してしまいシートの外部に樹脂が流出したり、
隣り合う層との密着性が不十分となったりする。そこで、吸水膨潤後の流動性が低い粒子
径５０～１００μｍの粒子Ｂを含有させることによって、吸水性を有しながら吸水膨潤し
た粒子Ａの流動性を抑えることができ、前述した課題を解決することができる。つまり、
粒子Ａと粒子Ｂを組み合わせることにより、吸水膨潤層４は、隣り合う層との密着性を維
持しつつ、迅速かつ効率的に止水性を発揮させることが可能となる。
【００３７】
　前記吸水膨潤樹脂の総体積に対して粒子Ａの含有率は２０～８０体積％であり、より好
ましくは３５～７５体積％であり、さらに好ましくは４５～７０体積％である。２０体積
％未満では釘穴等の隙間に充填が不十分となり止水性が劣るおそれがある。また、８０体
積％を超えると膨潤樹脂層４が流動性を持ち、シート外部に滲み出たり、膨潤樹脂層４に
積層されている層との密着性が不十分となったりして止水性が劣るおそれがある。
【００３８】
　前記吸水膨潤樹脂の総体積に対して粒子Ｂの含有率は１０～５０体積％であり、より好
ましくは１５～４８体積％であり、さらに好ましくは２０～４５体積％である。１０体積
％未満では吸水膨潤層４の流動性を抑制できず、膨潤樹脂層４に積層されている層との密
着性が不十分となるおそれがある。また、５０体積％を超えると、釘穴等の隙間に充填が
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不十分となり止水性が劣るおそれがある。
【００３９】
　前記吸水膨潤樹脂は、前記粒子Ａと前記粒子Ｂの体積基準の存在比率が５：１～１：２
であることが好ましく、さらに好ましくは、４：１～２：１である。この範囲であれば、
隣り合う層との密着性を維持しつつ、迅速かつ効率的に止水性をより高めることができる
。
【００４０】
　前記吸水膨潤樹脂は、粒度分布においてＤ５０の異なる２種類以上の吸水膨潤樹脂を配
合させてなることが好ましい。２種類以上の吸水膨潤樹脂を配合させることで、粒子Ａお
よび粒子Ｂの含有率を制御しやすく、確実に隣り合う層との密着性が向上するとともに、
迅速かつ効率よく止水性を得ることができる。なお、「Ｄ５０」および以下の「Ｄ１０」
については後に説明する。
【００４１】
　吸水樹脂層４を構成するために配合させる前記吸水膨潤樹脂は、Ｄ５０が１～２８μｍ
が好ましく、より好ましくは８～２２μｍであり、かつ(Ｄ５０／Ｄ１０）比が４以下の
粒度分布を有する吸水膨潤樹脂を用いること好ましい。この範囲であれば、粒子Ａの含有
率を制御しやすくなる。
【００４２】
　また、他の配合させる前記吸水膨潤樹脂は、Ｄ５０が５０～１００μｍが好ましく、よ
り好ましくは５０～７０μｍであり、かつ（Ｄ５０／Ｄ１０）比が４以下の粒度分布を有
する吸水膨潤樹脂を用いることが好ましい。この範囲であれば、粒子Ｂの含有率を制御し
やすくなる。
【００４３】
　前記吸水膨潤樹脂の粒度分布が、ピークの数が２以上の多峰性分布があることが好まし
く、粒子径１～２８μｍおよび、５０～１００μｍの位置にピークがあることが好ましい
。上記の範囲であれば、隣り合う層との密着性が向上するとともに、止水性も向上する。
【００４４】
　また、前記吸水膨潤樹脂は、粒子径１３０μｍ以下の粒子が９５体積％以上であること
が好ましい。９５体積％以上であれば、水が浸入しても、吸水膨潤樹脂が迅速に吸水膨張
し、釘穴周りの微空間を充填することができ、止水性を向上する。
【００４５】
　補強層５の表面に吸水膨潤層４を積層する方法としては、従来公知の種々の方法を採用
することができ、特に限定されるものではない。具体的には、吸水膨潤層４とバインダー
樹脂とトルエン等の溶剤からなる樹脂液をナイフコーティング法、グラビアロール法、フ
レキソロール法、スクリーン捺染法等の方法により補強層５へ付与し、樹脂液付与後熱処
理をして固化させる方法が挙げられるが、特に限定はされない。
【００４６】
　吸水膨潤層４の補強層５に対する占有面積割合は補強層５の４０～９０％であることが
好ましい。４０％以上であれば、充分な止水性が得られる。また、９０％以下であれば、
水を吸収しても補強層５との密着性が向上する。
【００４７】
　吸水膨潤層４の付与量は、樹脂固形分で５～４０ｇ／ｍ２が好ましい。より好ましくは
、１０～３０ｇ／ｍ２である。５ｇ／ｍ２以上であれば、釘穴に水が浸入した際に、水を
吸収しても隙間を充分に充填することができる。また、４０ｇ／ｍ２以下であれば、水を
吸収しても補強層５との密着性が向上する。
【００４８】
　本発明の補強層５としては、吸水膨潤層４を補強、支持できるものであれば特に限定さ
れるものではなく、具体的には不織布、織物、編物、フィルム等が挙げられる。なかでも
、安価であり、生産性に優れる点で不織布が好ましい。
【００４９】
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　補強層５の樹脂としては、特に限定されず、具体的にはポリエステル系、ポリアミド系
、ポリアクリル系、ポリオレフィン系等が好ましく、なかでも強度と耐久性の点でポリエ
ステル系が好ましく用いられる。
【００５０】
　補強層５の目付は４０～２００ｇ／ｍ２が好ましく、より好ましくは６０～１００ｇ／
ｍ２である。４０ｇ／ｍ２以上であれば、充分な強度を得られ、施工時のシートの破れ、
裂けを軽減できる。また、２００ｇ／ｍ２以下であれば、軽量であるため、施工性が向上
する。
【００５１】
　本発明において、第一フィルム層３と吸水膨潤層４を有する補強層５との積層する方法
としては、従来公知の種々の方法を採用することができ、特に限定されるものではない。
具体的には、押出コートラミネート法、サーマルラミネート法、ドライラミネート法、ホ
ットメルトラミネート法等が挙げられる。なかでも、止水性、強度の向上が見られる押出
コートラミネート法が好ましく用いられ、押し出される接着用樹脂が半固体の状態のうち
に第一フィルム層３とサンドラミネート法により積層させる。
【００５２】
　前記接着用樹脂としては、ポリエチレン系樹脂、ビニル系樹脂、ウレタン系樹脂、シリ
コーン系樹脂、アクリル系樹脂、エポキシ系樹脂、エステル系樹脂等が挙げられる。
【００５３】
　前記接着用樹脂の厚みは１５～５０μｍであることが好ましく、２５～４０μｍである
ことがより好ましい。１５μｍ以上であれば、充分な接着強度が得られ、界面剥離を軽減
できる。また、５０μｍ以下であれば、充分な柔軟性が得られ、施工性が向上する。
【００５４】
　本発明の第二フィルム層６は、建築下地用防水シート１を釘、タッカー等で野地板等に
打ち付ける際にできる釘穴部において、釘に追従し釘穴周りの止水機能を発揮するととも
に、防滑性を付与することにより、施工時にシートが野地板等から滑り落ちないようする
ことができる。さらに、吸水膨潤層４が吸水膨潤した際に、吸水膨潤層４の染み出しによ
る野地板等の腐食を防止する。
【００５５】
　第二フィルム層６に用いられる合成樹脂としては、止水性および防滑性を発揮できるも
のが好ましい。このような合成樹脂としては、柔軟性、および接着性または粘着性を有す
る樹脂が好ましく、具体的には、ポリエチレン系樹脂、ポリウレタン系樹脂、アクリル系
樹脂、エポキシ系樹脂、酢酸ビニル系樹脂、ポリエステル系樹脂、セルロース系樹脂、フ
ェノール系樹脂、メラミン系樹脂、ユリア系樹脂等からなる群から選ばれる１種または２
種以上の材料からなるフィルムが挙げられる。なかでも、成膜性、柔軟性、引裂強度、熱
耐久性の点でポリエチレン系樹脂が好ましい。
【００５６】
　第二フィルム層６の厚さは２０～５０μｍが好ましく、さらに２５～３５μｍであるこ
とが好ましい。２０μｍ以上であれば、施工時のシートの破れ、裂けが軽減できる。また
、５０μｍ以下であれば、充分な柔軟性が得られ、施工性が向上する。
【００５７】
　第二フィルム層６の野地板に接する側の静摩擦係数（ＪＩＳ－Ｋ７１２５）は０．２～
０．６であることが好ましく、０．３～０．５であることがより好ましい。０．２以上で
あれば、施工時に野地板にのせたシートが滑り落ちることを軽減できる。また、施工時に
シート上を歩行した際等に、釘穴部に掛かる荷重による釘穴部の拡がりも軽減できる。ま
た、０．６以下であれば、施工時、シートを摺動し易く、施工性が向上する。
【００５８】
　さらに、第二フィルム層６の野地板側の表面に凹凸を付与することが好ましく、凹凸を
付与することで防滑性が向上する。凹凸付与方法としてはエンボス加工等を挙げることが
できる。エンボス加工による凹凸高さは２０～２００μｍが好ましく、５０～１００μｍ
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がより好ましい。この範囲であれば、充分な防滑性が得られ、野地板等からシートが滑り
落ちることを軽減できる。
【００５９】
　エンボスの柄としては、格子状、ひし形状、丸型ドット状、ダイヤ型ドット状等が挙げ
られるが、防滑性が発揮されるならば特に形状やドット数、大きさ等は限定されない。
【００６０】
　また、第二フィルム層６の野地板に接する側に粘着層を形成することができる。前記粘
着層を形成することで、粘着性が発揮され、施工性が向上し、さらには施工後に野地板等
から屋根下葺材が滑落するのを防止することができる。
【００６１】
　前記粘着層で用いられる粘着剤としては、具体的にはアクリル系樹脂、ウレタン系樹脂
、ブチルゴム系樹脂等が挙げられる。なかでも、生産性や耐久性の面からアクリル系樹脂
が好ましい。また、前記粘着層の塗布量は、充分な粘着力を発揮させるために１０～５０
ｇ／ｍ２であることが好ましい。
【００６２】
　補強層５と第二フィルム層６との積層する方法としては、従来公知の種々の方法を採用
することができ、特に限定されるものではない。具体的には、押出コートラミネート法、
サーマルラミネート法、ドライラミネート法、ホットメルトラミネート法等が挙げられる
。なかでも、生産性、経済性の面で押出コートラミネート法が好ましい。
【００６３】
　必要に応じて、前述した各層で用いられる樹脂に、本発明の目的を阻害しない範囲であ
れば、着色剤、分散剤、撥水剤、耐熱向上剤、酸化防止剤、難燃剤等の添加剤を適宜選択
し、含有させても良い。
【００６４】
　本発明の建築下地用防水シート１の総目付は１００～５００ｇ／ｍ２が好ましく、１５
０～３００ｇ／ｍ２がより好ましい。１００ｇ／ｍ２以上であれば、施工の際に風の影響
を受けにくい。また、５００ｇ／ｍ２以下であれば、軽量であるため、施工時の施工性、
および作業性が向上する。
【００６５】
　建築下地用防水シート１の総厚みは、２００～１０００μｍが好ましい。２００μｍ以
上であれば、充分な強度が得られ、作業時のシートの破れ、裂けを軽減できる。また、１
０００μｍ以下であれば、充分な柔軟性が得られ、施工性、および作業性が向上する。
【００６６】
　建築下地用防水シート１の引張強度は、タテ３００Ｎ／５ｃｍ、ヨコ２００Ｎ／５ｃｍ
以上であることが好ましい。この強度を満たしていれば、シート施工時の破れを防ぐこと
ができる。
【００６７】
　建築下地用防水シート１の耐水圧は、１００ｋＰａ以上が好ましい。１００ｋＰａ以上
であれば、豪雨の状況下においてもシート表面からの雨水等の浸水を防ぐことができる。
【実施例】
【００６８】
　以下、本発明について実施例を挙げて説明するが、本発明は必ずしもその実施例に限定
されるものではない。
　本発明に係る実施例１乃至実施例５の建築下地用防水シートを製造し、その物性を測定
した。なお、比較のため、比較例１乃至比較例３の建築下地用防水シートを製造、または
入手し、その物性を測定した。実施例および比較例における各物性は、以下の方法により
測定した。
【００６９】
１．吸水膨潤樹脂の粒子径測定方法
　レーザー回析式粒度分布計（日機装株式会社製、マイクロトラックＭＴ３３００）を用
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いて測定を実施した。測定時、吸水膨潤樹脂の屈折率は、１．８１を用いた。粒子Ａ（粒
子径１～２８μｍ）および粒子Ｂ（粒子径５０～１００μｍ）の含有率においては、レー
ザー回析式粒度分布計で得られる粒子径レンジに対する体積頻度を粒度分布から、各粒子
径の範囲おける体積頻度（％）の総和を粒子Ａおよび粒子Ｂの含有率とした。
　また、本明細書で用いられるＤ１０およびＤ５０においては、レーザー回析式粒度分布
計で得られる粒子径レンジに対する体積頻度を累積分布から、その累積パーセントが１０
体積％となるところの粒子径をＤ１０とし、累積パーセントが５０体積％となるところの
粒子径をＤ５０とした。
２．総目付
　実施例、比較例の各シートをＪＩＳ－Ｌ１０９６に準じて測定した。
３．総厚さ
　実施例、比較例の各シートをＪＩＳ－Ｌ１０９６に準じて測定した。
４．釘穴止水性
　実施例、比較例の各シートをＪＩＳ－Ｓ６０３０規定の３号Ｕステープル釘（ＭＡＸ社
製、Ｔ３－１０ＭＢ）で合板に打ち付けて固定し、その上に内径４ｃｍ、高さ２００ｍｍ
のアクリル製円筒をステープル釘が円筒内径中心になるように立てて各シートと接触して
いる縁部分をシーリングした試験体を作製した。次いで、ＪＩＳ－Ａ５４３０５．６およ
び建築研究所法に準じた方法で、円筒の中に水を１５０ｍｍの高さまで入れ、２４時間後
の減水の長さｍｍを測定した。
○ ５ｍｍ以下
△ ５ｍｍ超、１０ｍｍ以下
× １０ｍｍ超
５．屋根下地シートの引張強度
＜測定方法＞
　実施例、比較例の各シートをＪＩＳ－Ａ６１１１に準じて測定した。そして、タテ３０
０Ｎ／５ｃｍ、ヨコ２００Ｎ／５ｃｍ以上であれば、強度ありと判断した。
６．防滑性
　実施例、比較例の各シートの防滑層の表面と作業者の靴底素材として使用されているニ
トリルゴムとの静止摩擦係数をＪＩＳ－Ｐ８１４７（傾斜法）に準じて測定した。そして
、０．５０以上であれば、防滑性ありと判断した。
７．防水性
　実施例、比較例の各シートの耐水圧をＪＩＳ－Ｌ１０９２（高水圧法）に準じて測定し
た。そして、１００ｋＰａ以上であれば、防水性ありと判断した。
８．長期耐久性
　実施例、比較例の各シートを９０℃の恒温乾燥機の中に入れ、６０日間放置後の各シー
トに対して測定を行った。
　（１）釘穴止水性、（２）吸水膨潤樹脂の染み出し（３）引張強度の保持率を評価し、
耐久性の確認をした。
（１）釘穴止水性
　処理後の各シートに対して釘穴止水性の測定、評価を行った。なお、測定方法および評
価基準は上記「４．釘穴止水性」と同様に行った。
（２）吸水膨潤樹脂の染み出し
　処理後の各シートの釘穴止水性評価後の試験体に対して、各シートの表面側や野地板側
に吸水膨潤樹脂が染み出していないかを目視にて確認した
○ 釘穴部周辺のシート表面、野地板共に吸水膨潤樹脂が認められない。
△ 釘穴部周辺のシート表面、野地板共に吸水膨潤樹脂が若干、認められる。
× 釘穴部周辺のシート表面、野地板共に吸水膨潤樹脂が認められる。
（３）引張強度の保持率
　処理後の各シートをＪＩＳ－Ａ６１１１に準じて引張強度を測定し、初期の引張強度と
比較し保持率を確認する。保持率は耐久処理後のシートの引張強度と初期のシートの引張
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強度を測定した結果から、以下の計算式で算出した。そして、９５％以上であれば、耐久
性ありと判断した。
　　　保持率（％）＝（処理後の引張強度／初期の引張強度）×１００
【００７０】
　実施例、比較例の各シートの吸水膨潤層４を構成する吸水膨潤樹脂について、以下に示
す。
［Ｉ］：Ｄ５０＝１５μｍ、（Ｄ５０／Ｄ１０）＝２．２（粒度分布を図２に示す。）
［ＩＩ］：Ｄ５０＝５０μｍ、（Ｄ５０／Ｄ１０）＝３．８（粒度分布を図３に示す。）
［ＩＩＩ］：Ｄ５０＝６２μｍ、（Ｄ５０／Ｄ１０）＝２．２（粒度分布を図４に示す。
）
　これらの粒度分布を有する吸水膨潤樹脂から１種または２種以上配合させたもの用いた
。また、ここで用いられた吸水膨潤樹脂は、いずれも膨潤倍率が２００倍のポリアクリル
酸ナトリウム架橋体である。
【００７１】
　〔実施例１〕
　［Ｉ］６７％、［ＩＩ］３３％を配合し、吸水膨潤樹脂（イ）とした。吸水膨潤樹脂（
イ）の粒度分布は図５に示す。また、粒子Ａは６９体積％、粒子Ｂは１４体積％であった
。吸水膨潤樹脂（イ）をバインダー樹脂（株式会社トウベ　アクリル樹脂　ＸＥ-２９０
７）１００重量部に対して９７重量部添加した混合物を補強層５（東洋紡株式会社 エク
－レ　ポリエステル不織布　３Ａ０１ＡＤ　目付１００ｇ／ｍ２）の表面にグラビアコー
ターにより固形分１０ｇ／ｍ２塗布し、吸水膨潤層４を形成した。次に、補強層５の吸水
膨潤層４を形成した面に、押出コートラミネート法によって、接着用樹脂（東ソー株式会
社製　ポリエチレン樹脂　ＤＬＺ１９Ａ）を厚さ４０μｍで形成しながら、第一フィルム
層３（東洋紡株式会社製　ポリエステルフィルム　Ｅ５１００　厚さ１２μｍ）をサンド
ラミネート法により積層させた。次に、補強層５の吸水膨潤層４を形成した面と反対側の
面に、押出コートラミネート法によって、第二フィルム層６（東ソー株式会社製　ポリエ
チレン樹脂　ルミタック０８Ｌ５１Ａ）を厚さ３５μｍになるよう積層した。
　さらに第一フィルム層３の接着用樹脂面と反対側にアクリル樹脂（根上工業株式会社製
  パラクロンＷ２４８Ｅ）１００重量部に対し、イソシアネート系架橋剤（大日精化工業
株式会社製  ＮＥ架橋剤）を３重量部、架橋促進剤（ＤＩＣ製　クリスボンアクセルＴ８
１）を０．３重量部、アクリル樹脂からなる熱発泡剤（松本油脂製薬株式会社製　マイク
ロスフェアーＦ－３６Ｄ）を２２重量部、フッ素系撥水剤（ダイキン株式会社製　ダイフ
リーＦＢ－９６１）を１．７重量部添加した樹脂を、グラビアコーターにより固形分が３
ｇ／ｍ２付着するように塗布し、防滑層２を形成して、厚さ３２０μｍ、総目付１８８ｇ
／ｍ２の建築下地用防水シートを得た。評価結果を表１に示す。
【００７２】
〔実施例２〕
　［Ｉ］５０％、［ＩＩ］５０％を配合し、吸水膨潤樹脂（ロ）とした。吸水膨潤樹脂（
ロ）の粒度分布は図６に示す。また、粒子Ａは６０体積％、粒子Ｂは２０体積％であった
。吸水膨潤樹脂（ロ）をアクリル樹脂１００重量部に対して９７重量部添加した混合物を
用いて吸水膨潤層４を形成したこと以外は、実施例１と同様に加工し、厚さ３２０μｍ、
総目付１８８ｇ／ｍ２の建築下地用防水シート１を得た。
【００７３】
〔実施例３〕
　［Ｉ］３１％、［ＩＩ］６９％を配合し、吸水膨潤樹脂（ハ）とした。吸水膨潤樹脂（
ハ）の粒度分布は図７に示す。また、粒子Ａは４９体積％、粒子Ｂは３０体積％であった
。吸水膨潤樹脂（ハ）をアクリル樹脂１００重量部に対して９７重量部添加した混合物を
用いて吸水膨潤層４を形成したこと以外は、実施例１と同様に加工し、厚さ３２０μｍ、
総目付１８８ｇ／ｍ２の建築下地用防水シートを得た。
【００７４】
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〔実施例４〕
　［Ｉ］７８％、［ＩＩＩ］２２％を配合し、吸水膨潤樹脂（ニ）とした。吸水膨潤樹脂
（ニ）の粒度分布は図８に示す。また、粒子Ａは７２体積％、粒子Ｂは１３体積％であっ
た。吸水膨潤樹脂（ニ）をアクリル樹脂１００重量部に対して９７重量部添加した混合物
を用いて吸水膨潤層４を形成したこと以外は、実施例１と同様に加工し、厚さ３２０μｍ
、総目付１８８ｇ／ｍ２の建築下地用防水シートを得た。
【００７５】
〔実施例５〕
　［Ｉ］３２％、［ＩＩＩ］６８％を配合し、吸水膨潤樹脂（ホ）とした。吸水膨潤樹脂
（ホ）の粒度分布は図９に示す。また、粒子Ａは３４体積％、粒子Ｂは４４体積％であっ
た。吸水膨潤樹脂（ホ）をアクリル樹脂１００重量部に対して９７重量部添加した混合物
を用いて吸水膨潤層４を形成したこと以外は、実施例１と同様に加工し、厚さ３２０μｍ
、総目付１８８ｇ／ｍ２の建築下地用防水シートを得た。
【００７６】
〔比較例１〕
　［Ｉ］１００％を吸水膨潤樹脂（ヘ）とした。吸水膨潤樹脂（ヘ）の粒度分布は図２に
示す。また、粒子Ａは８９体積％、粒子Ｂは０．６体積％であった。吸水膨潤樹脂（ヘ）
をアクリル樹脂１００重量部に対して９７重量部添加した混合物を用いて吸水膨潤層を形
成したこと以外は、実施例１と同様に加工し、厚さ３２０μｍ、総目付１８８ｇ／ｍ２の
建築下地用防水シートを得た。
【００７７】
〔比較例２〕
　［ＩＩＩ］１００％を吸水膨潤樹脂（ト）とした。吸水膨潤樹脂（ト）の粒度分布は図
４に示す。また、粒子Ａは９体積％、粒子Ｂは６５体積％であった。吸水膨潤樹脂（ト）
をアクリル樹脂１００重量部に対して９７重量部添加した混合物を用いて吸水膨潤層を形
成したこと以外は、実施例１と同様に加工し、厚さ３２０μｍ、総目付１８８ｇ／ｍ２の
建築用防水シートを得た。
【００７８】
〔比較例３〕
　ＪＩＳ－Ａ６００５に規定されるアスファルトルーフィング９４０（田嶋応用化工株式
会社製　Ｐカラー）の評価結果を表１に示す。
【００７９】
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【表１】

【符号の説明】
【００８０】
１ 建築下地用防水シート
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２ 防滑層
３ 第一フィルム層
４ 吸水膨潤層
５ 補強層
６ 第二フィルム層

【図１】
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